
令和５年度 川内北中校区小中一貫教育 

１ 本市の小中一貫教育について 

⑴ 小中一貫教育の流れ 

内閣府の小中一貫教育特区の認可を受けて平成 18 年度から３中学校区においてモデル的に小中一貫教育を

進め、それらの成果を踏まえて平成21年度からは全中学校区で「連携型」の小中一貫教育を実践している。既

存の小・中学校６・３制の枠組みに前期（小１～小４）、中期（小５～中１）、後期（中２、３）の４・３・２

制の考え方を組み入れ、小・中学校の連携を強めている。また、毎年、２中学校区の小中一貫教育研究公開(５

年に１回の輪番)を実施している。 
 

⑵ 昨今の流れ 

令和３年度の小中一貫教育の方向性は、第５段階として令和２年度より学力向上（授業改善）を課題に取り

組んでおり、中学校３年生をファイナルゴールと位置付けていたことに加え、小学校５年生をミドルゴールと

位置付けた取組を進めている。また、令和４年度より、国立教育政策研究所の推進する「魅力ある学校づく

り」も加わり、各中学校区で取り組んでいる。 
 

２ 川内北中校区小中一貫教育について 

川内北中学校を事務局校として、亀山小、可愛小、育英小の４校で小中一貫教育に取り組んでいる。 

⑴ 本校区の小中一貫教育の目標 

９か年間を通した社会を生き抜く力を備えた子どもの育成 

～市民憲章の理念を生かした教育の推進～ 
 

(2) ミドルゴールとファイナルゴール 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 
 

(3) 具体的な取組 

ア 取組の流れ 

 
※ 参加者：各校の校長   ※ 各校の教頭、教務、推進委員 

イ 活動内容 

(ｱ) 教職員の交流 

合同研修会 第１回川内北中、第2回育英小、第3回亀山小の年３回実施する。 

交流授業 教科によっては、中学校の定期テストの期間等に交流授業を行う。 

中1授業参観 旧小6年担任が中1の授業を参観し、情報交換する。 

小6授業参観 中学校教員が小6の授業を参観し、情報交換する。 

(ｲ) 児童･生徒の交流 

3･3クリーン作戦 小３と中３が各小学校区に分かれ、美化活動に取り組む。 

部活動見学会 夏休みに小学６年生が希望する部活動を中学校で見学する。 

陸上教室 放課後、北中陸上部員・顧問が講師として小学校生を指導する。 

１日体験入学 ３小学校６年生が北中を訪問し、施設見学や小小交流をする。 

２５２５手紙交流 中２と小５が手紙を通し交流する。 

入学説明会 ３小の６年生と保護者を対象に、北中で実施する。 

合同元気塾 節目を迎えた小４が合同で講演会を実施する。（中２は独自に） 

つなぎ課題 小６卒業の春休み、中学校から学習課題を提供し、取り組ませている。 

自己実現 
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幼保連携 

【ファイナルゴール】  自律した生徒 

【ミドルゴール】 

 確かな学力と思いやりの心をもった心身とも

にたくましい児童 

【 市民憲章 】 

やさしくすれば 心はかよう。 

はなしをすれば、だれでもわかる。 

考えさえすれば、みちはひらける。 

やりさえすれば、必ずできる。 

推進会議 推進委員会 活動の実際 



(ウ) ＰＴＡの交流 

４校ＰＴＡミニバレー ミニバレーを通した４校ＰＴＡの交流会 

 

(4) 取組の経緯･方向性 

令
和
元
～
二
年
度 

テーマ 
授業改善 「はじめの一歩」・「つぎの一手」 

～子供も教師も「主体的・対話的で深い学び」を実感する授業を目指して～ 

重 点 

１ Plan(計画) ：各学校の児童生徒の実態に応じて設定する「研究の視点」 

２ Do(実践)  ：教師同士が学び合える「指導案」 

３ Check(評価) ：児童生徒の実態を測る共通項目での「実態把握」 

４ Action(改善)：「Ｃ、Ａ」を更に活性化させる小中合同研修会（教科部会） 

成 果 
授業交流を行い、小中教職員が授業の在り方を議論する風土が醸成できた。また、小中一貫

で研究授業の研究の視点や指導案、参観シートなどを共有することで、授業改善に関する意識

を共有化することができた。 

課 題 
不登校生の数の増加が喫緊の課題として明確になり、特に新規の不登校数が減少に至らず、

児童生徒が「学校が楽しい」と感じる活動の充実を小中一貫教育で推進する必要がある。 

令
和
三
年
度 

テーマ 
児童生徒が喜んで登校し、満足して下校する魅力ある学校づくりを目指して 

～よりよい人間関係を育む魅力ある学級経営と「わかる・できる」魅力ある授業づくりを目指して～ 

重 点 

○ 魅力ある学級経営による不登校対策 

※ 年間を通した情報交換による連携の充実と特別支援教育の視点を 

○ 魅力ある授業づくりによる学力向上 

※ 主体的・対話的で深い学びにつながる授業改善 

成 果 
合同研修会の領域部会に、不登校対策部会を新設した。コロナ感染症対策のため小中合同の

活動が中止となることが多かった。 

課 題 
「魅力ある学校づくりプロジェクト」を小中一貫教育と関連して取り組むことで、密な情報

交換を行い、「仲間づくり」「絆づくり」を深めていく。 

令
和
四
年
度 

テーマ 「魅力ある学校づくり」へ向けた取組の充実 ～居場所づくりと絆づくりを通して～ 

重 点 

○ 魅力ある学級経営による不登校対策 

※ 年間を通した情報交換による連携の充実と特別支援教育の視点を 

○ 魅力ある授業づくりによる学力向上 

※ 主体的・対話的で深い学びにつながる授業改善 

○ 共通実践事項の推進 

成 果 
国立政策研究所の推進する「魅力ある学校づくり」について、指標となる観点や取組のポイ

ント等、理解を深めることができた。また、その実践を進めることにより、小中間のつなぎの

重要性を再確認できた。 

課 題 
 年間を通して行った「居場所づくり」「絆づくり」を精査し、各学校の実態に即した取組

を、PDCAサイクルを通して実施していく必要がある。 

 

(5) 本年度のテーマと重点 

テーマ 
生徒指導提要に基づいた魅力ある学校づくりの推進 

～居場所づくり・絆づくり・キャリア教育～ 

重 点 

〇 生徒指導提要の理解と実践 

※ 研修等による生徒指導提要の理解 

※ 生徒指導提要の理念を生かした教育活動の指針（①自己存在感の感受、②共感的な人間

関係、③自己決定の場の提供、④安全・安心な風土の醸成） 

〇 魅力ある学年・学級づくり 

※ 居場所づくり・絆づくりを意識した学年・学級経営の充実 

※ 行事前後のチャレンジカード(目標･振り返りシート)を活用した自尊感情の育成 

※ 学年をつなぐ「引継ぎシート」による継続した指導の充実 

※ 領域等における共通実践事項の推進 

〇 魅力ある授業づくり  

※ 居場所づくり・絆づくりを意識した教科経営の充実 

※ 学びの連続性を意識した基礎・基本の徹底 

※ 学びあいを生かした主体的・対話的・深い学びの実践 

※ 教科における共通実践事項の推進 



３ 令和５年度の計画 

月 日 曜 推進委員会 合同研修会 交流活動等 

４ 

10 月 第1回校区推進会議(北中)     

20 木 第１回校区推進委員会(北中)   

26 水 第１回市推進委員会（リモート）     

５ 

8 月   第１回合同研修会 (北中)   

13 土     ３・３クリーン作戦(各小区) 

30 火  中１年授業参観（小６担）  

６ 
10 土   ＰＴＡ４校バレーボール大会 

20 火 第2回校区推進会議(育英)   

７ ５ 水 第2回校区推進委員会(育英)   

８ 

１ 火  第２回合同研修会(育英)   

23・24 水・木     部活動見学会(北中) 

29 火 第3回校区推進委員会(北中)   

10 
20 金     一日体験入学(北中) 

24 火     陸上教室(各小学校) 

11 28 火 第3回校区推進会議(亀山)   

12 
5 火 第4回校区推進委員会(亀山)     

13 水   小４合同元気塾 

１ 

５ 金   第３回合同研修会(亀山)   

19 金   2525手紙交流(各校) 

23 火 第5回校区推進委員会(北中)   

24 水   入学説明会(北中：可愛） 

25 木   入学説明会(北中：亀山-育英) 

２ 

６ 火 研究公開リハーサル     

７ 水 北中校区小中一貫教育研究公開 

13 火 第２回市推進委員会（リモート）   

28 水 第4回校区推進会議(北中)   

３ 

１ 金   小6授業参観(可愛小) 

４ 月   小6授業参観(育英小) 

７ 木   小6授業参観(亀山小) 

８ 金 第6回校区推進委員会(北中)   

15 金   つなぎ課題(各小学校へ) 

26 火  小中の情報交換会(北中)  

※ 教科・領域等の共通実践事項や、生徒にかかわる臨時の情報交換は、年間を通し実践する。 

 

４ 薩摩川内市研究公開のサイクル 

年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

中学校校区 
川内南中 

入来中 

東郷学園 

里中 

平成中 

樋脇中 

川内北中 

水引中 

祁答院中 

川内中央中 

海星中 

 


